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２学期がスタートして２週間。子供たちも徐々に学校生活のリズムを取り戻してきたように感じます。

朝、夕は少し秋めいてきましたが、日中はまだまだ厳しい暑さで、新型コロナと併せて、熱中症対策も気

をつけながら教育活動を進めているところです。長かった夏休み明けですので、学校生活に適応する上で

の疲れもあるかと思います。ぜひ、就寝時刻に注意して十分な睡眠を確保してほしいと思います。「早寝

・早起き・朝ご飯」は生活のベースになります。ご家庭でもご指導をよろしくお願いします。

２学期の始業式では、奇数学年の代表児童が２学期に頑張りたいことを発表しました。１年生の N さ

んは、「算数の勉強」、３年生の Fさんは、「漢字の勉強とお手伝い」、５年生の Mさんは、「掃除や宿題な

ど、自分から進んで取り組むこと」など、それぞれに発表してくれました。３人ともに落ち着いて、立派

な発表でした。

下の表は、本校児童の１学期の生活のふり返りです。伸びてきていることも多く、児童も頑張っていま

す。特に、朝の挨

拶などは、良くな

ってきたなあと感

じます。

また、熱中症の

心配から「外遊び」

の評価が低かった

り、コロナ禍で地

域の行事等が少な

くなったりしたこ

とから「地域行事

への参加」の項目

が低いなど、現在

の厳しい環境も影

響してきていると

思われます。引き

続き、「～笑顔で挨拶、元気に運動、家でも学習、読書のすすめ～」や、自分の振り返りを意識して頑張

ってほしいと思います。学校でも子供たちの自己評価も参考に今後の指導に生かしていきたいと思います。

ところで、１５日（木）の朝は、小・中学校合同の挨拶運動を行いました。木山中学校の執行部の生徒

さんたちと本校の子供たち、また学校運営協議会や見守り隊等の地域の方々と一緒に、初めて行いました。

朝から気持ちの良い元気な挨拶が聞かれ、清々しい一日のスタートとなりました。小学生と中学生が交流

し、校区全体で挨拶に取り組むことは大変意義深いことだと感じます。これからもぜひ続けていきたいと

思います。

木山中の執行部がグラウ
ンドから歩いて小学校へ

小、中、地域で挨拶運
動を実施

児童会だけでなく、登校を終えた
子供たちも次々に進んで参加


